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１ はじめに
福山市では、通学路や生活道路の安全対策に向けて積極的に取り組んでおり、大津野小学校周辺エリア
では、背後地に大規模な住宅団地があり、朝の通学・通勤時間帯には国道 2号の渋滞を回避しようと通学
路に多数の自動車が流入し、危険な状況となっていることから、2016 年 2 月に、生活道路の交通安全対
策を推進するエリアとして図－ 1のとおり設定しました。
大津野小学校周辺エリアでは、国土交通省福山河川国道事務所の協力のもと、ETC2.0 データを活用し
た交通挙動分析やビデオ調査を行い、対策実施に向けて地元と調整を進めていました。
そうした中、2017 年度、国土交通省道路局の公募型社
会実験に採択されたのを受けて「通学路における地理的
条件を考慮した速度抑制実証実験」として、道路管理者
である福山市が、地元関係者、学校関係者、警察及び国
土交通省福山河川国道事務所と連携して、車両の走行速
度抑制をねらった社会実験を実施しました。
この社会実験では、生活道路の安全性向上を図るととも
に、市民に交通安全対策の重要性等についても理解を深め
てもらうことを目的として行ったものであり、社会実験の内
容と実験結果及びアンケート結果についてご紹介します。

２ 生活道路の概要と問題点
（1）地理的条件

対象道路は、斜面に開けた住宅地にあり、沿道に大
津野小学校が立地していますが、勾配がきつく、平面
線形も悪く、また道路幅員も狭いため、自動車と歩行
者・自転車のすれ違いが近接している状況となってい
ます。また、対象道路は小学校の通学路に指定されて
おり、通学時間帯には児童と通勤車両が輻輳して危険
な状況となっています。加えて、背後地の住宅団地か
ら対象道路の入口までの道路は下り勾配が続いてお
り、速度が上がりやすい状況となっています。

図－ 1　位置図

図－ 2　背後地との標高差



2　　道路行政セミナー　2018.11

ここを通行してきた車両が、国道 2号への迂回路として対象道路へ流入しています。 

（2）交通状況調査結果

対象道路において、2016 年 11 月の 7 時～ 19 時の時間帯でビデオカメラ等による交通実態調査を実
施し、自動車と歩行者の交通量のピークが重なる午前 7時～ 8時台の自動車の走行速度分布を整理しま
したところ、北から南向きの車両の最高速度が、正門前（横断歩道あり）で約 49km/h、さらにその先
の下り勾配がきつくなる区間で約 51km/h にまで達していました。（図－ 3）

図－ 3　自動車の走行速度分布

図－ 4　抜け道利用の実態 図－ 5　急減速発生状況

さらに、対象道路の起終点で通行車両を確認し、通過交通（抜け道利用）の状況を確認したところ、
朝ピーク時の抜け道利用交通量は 468 台 /2h で、交通量 537 台の 87%を占めました。また、抜け道利
用交通の約 7割に当たる 332 台が南向きに通行していました。（図－ 4）
一方、ETC2.0 データにより急ブレーキ発生状況を見ると、対象道路の小学校北側手前のクランク部
及び南側のT字路付近で多いことがわかりました。（図－ 5）
また、ビデオ調査の映像から、対象道路で発生している危険挙動を確認したところ、頻度の高い挙動
としては、
・沿道民家からの出庫車両や路地から出入りする車両に対する急ブレーキ（図－ 6）
・見通しの悪いクランク部で出会い頭の対向車に対して急ブレーキ（図－ 6）
・通学児童を避けた車両が対向車と接近（図－ 6）
・すれ違う車両が歩行者と急接近（図－ 7）
・横断歩道上で停止車両の追い越し（図－ 7）
などがありました。
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図－ 6　危険挙動（カメラ①～②） 図－ 7　危険挙動（カメラ③～⑥）

（4）問題点の整理

以上の調査結果より、対象道路の問題点を次のとおり整理しました。
1） 通過交通が多い

通学時間帯は、背後の住宅団地から通勤のため国道 2号へ向かう車両が多く、距離が短く渋滞も少
ない対象道路を抜け道として利用するドライバーが多い。
2） 自動車の走行速度が高い
長い下り勾配の道路を走行してきた車両が対象道路に流入しており、十分に減速しないまま走行を
続けている様子が確認できる。生活道路であり通学路であるという意識が薄いと思われる。
3） 急ブレーキの頻度が高い
対象道路の幅員が狭いことや沿道からの出入りが多いこと、クランクや急勾配があるという条件に
加えて、走行速度が高いため、急ブレーキを踏む機会が多くなっており、接触事故の危険性が高い。

3 社会実験の実施
（1）協議会の設立

社会実験の実施に先立ち、福山市を事務局として「交通安全対策社会実験協議会」を設立しました。
構成メンバーとして、通学路合同点検にも参加し地域事情の詳しい地元関係者（町内会長、土木常設員）、
大津野小学校関係者（校長、PTA代表）、福山東警察署、広島県及び国土交通省福山河川国道事務所を
選定しました。この関係者全員で議論、検討する機会を設けることで、地元との合意形成及び安全対策
を推進していくための体制を整えました。

（2）実験の目的と実施方針

今回の社会実験では、通学路でもある生活道路を児童や歩行者がより安全かつ安心して通行できる道
路空間にするため、走行速度の抑制と通過交通の削減を達成するための効果的な交通安全対策を検証す
ることを目的としました。
また、この目的を達成するための方針として、①地理的条件を考慮し、沿道住民の利便性や、通行時
の安全性を損なわない対策を設置すること、②区間全体での走行速度抑制を図るため、物理的デバイス
と視覚的デバイスを組み合わせ連続的に設置することとしました。
実験実施にあたっては、国土交通省の担当者を含めた有識者にも現地視察していただき対策内容を検
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討することとしました。

（3）広報活動

社会実験の実施について、広く他の地域の市民にも理解
を深めてもらうため、情報発信として積極的に各種メディ
アへの情報提供を行うとともに、地域住民と連携した取り
組みとして、児童参加によるハンプ設置イベント（図－ 8）
を行うことで、ドライバーだけでなく歩行者に対しても通
学路の安全確保について理解・協力を深めてもらえるよう
取り組むこととしました。
広報活動として、
・市長記者会見　1回
・報道機関への情報提供　4回　実施しました。
結果として、地元テレビ局 2社、新聞 2社に取り上げられました。

（4）安全対策の実施

2017 年 11 月 20 日から 12 月 22 日の約 1ヶ月間、実験期間を 2回に分け、前後半で対策内容を変更
して実施しました。　また、外側線について、車道部の幅員を約 4.5mから 4.0mに狭め、路肩部を 1.0m
から 1.5mに広めました。対策内容は図－ 9、10 のとおりです。

図－ 9　安全対策の実施内容

図－ 10　対策の一覧

図－ 8　児童参加によるハンプ設置イベント
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（5）実験の結果・検証

a）区間別の対策効果（図－ 11、12）
・区間 1：イメージ狭さくに比べ物理的狭さくの方が速度が低下した。
・区間 2：シケイン状態に設置した片側狭さくに比べ、ハンプの方が速度が低下した。
・区間 3：イメージハンプに比べ、イメージ狭さくの方が速度が低下した。
・区間 4：南行きでは狭さくに比べハンプの方が、北行きはハンプに比べ狭さくの方が速度が低下し
た。
・区間 5：両側狭さくに比べ、片側狭さくの方が速度が低下した。
・区間 6：南行きでは、実験前と比べ速度が上昇しました。北行きについては、実験 1回目は速度が
低下しましたが、実験 2回目は実験前に比べても速度が上昇した。
・区間 7：リブ（突起）無し減速マクに比べ、リブ（突起）式減速マークの方が速度が低下した。
≪検証≫
複数の対策を約 50mおきに設置することで速度抑制効果が継続され、区間全体の走行速度が概ね
30 ㎞ /h 以下となりました。
対策の中でも、物理的デバイス（ハンプ、狭さく）による速度抑制効果が高く、狭さくについては、
片側狭さくのみでも速度抑制効果が確認されました。
視覚的対策についても前後区間の対策との連続性から、一定の速度抑制効果が確認されました。
速度が上昇した区間については、歩車道が物理的に分離されたことに伴う影響と推察されます。

図－ 11　対策区間別の走行速度（南行き） 図－ 12　対策区間別の走行速度（北行き）

b）交通量（ビデオ調査：朝ピーク 7時～ 9時、図－ 13）
・実験 1回目では、交通量に大きな変化は見られませんでした
が、実験 2回目では、南行きで 14 台 /2h（351-337 台 /2h）、
北行きで 13 台 /2h（152-139 台 /2h）の断面交通量で 27 台
/2h（約 5。3％）減少しました。
≪検証≫
交通量の減少は劇的な変化ではないものの、交通量削減に対
する有効性が示せました。 

c）区間通過旅行速度（ビデオ調査、図－ 14）
・南行きでは、対策前の 34.6 ㎞ /h に比べ、1 回目対策では約 6.1 ㎞ /h、2 回目対策では約 4.8 ㎞
/h 旅行速度の抑制効果が見られた。

図－ 13　交通量の変化
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・北行きでは、対策前の 32.5 ㎞ /h に比べ、対策 1では約 6.9 ㎞ /h、対策 2では約 3.8 ㎞ /h 旅行速
度の抑制効果が見られた。
≪検証≫
対象区間の通過時平均旅行速度が 30 ㎞ /h 以下を達成し、複数の対策により一定の区間を通じて
速度を抑制する効果があったことを確認しました。

図－ 14　区間旅行速度の変化

d）地域住民の安全意識の変化（図－ 15）
・地域住民等へのアンケート結果（n=445）から、今回の社会実験の取り組みが良い取り組みだと感
じている割合、歩行者の安全性確保に対して有効であったと感じている割合が約 80％と高かった。
・大津野小学校の児童へのアンケート結果（n=228）からも、道路空間が広くなった実感や自動車の
走行速度が低下し危ないと思うことが少なくなった等、どの項目も概ね約 80％がよくなったと感
じている結果となっている。
・当初、物理的デバイス設置による地域住民からの苦情も想定していたが、事前の社会実験の周知も
あり、苦情は一切なかった。特にハンプ通過による騒音・振動の苦情もなかった。
≪検証≫
今回の社会実験について、満足度、継続ニーズが約 80％と高く、登下校時の児童の安心感が得ら
れたことから、速度抑制対策の有効性が確認できました。
社会実験の取組を通じて、周辺地域では、生活道路における歩行者の安全確保の必要性・重要性に
ついての認識が醸成されました。
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図－ 15　大津野小学校児童へのアンケート結果



道路行政セミナー　2018.11　　7

4 まとめ
物理的デバイスを中心に、複数の対策を一定の間隔で連続して設置することで、縦断勾配がついた道路
でも速度抑制の効果が認められました。これは、走行速度を上昇させることが困難となったことに加え、
ドライバーに対して通学路でもある対象道路において、走行速度を落としす必要性について認識させるこ
とができたことが要因と考えられます。
今回の社会実験では、対策案の検討に際して、地元関係者を中心としたメンバーでワークショップを実
施したり、有識者の視察を受けて貴重な意見・提案等を反映した対策案を作成することで、事故や苦情等
が全く寄せられることなく実施することができました。また、児童参加によるハンプ設置イベントを開催
するなど地域住民を巻き込んだ取り組みとすることで、生活道路における安全対策の重要性に対する認識
が醸成されたと考えています。道路管理者である福山市でも、今回の社会実験の取り組みを通じて、物理
的デバイスの対策効果や設置の可能性について改めて認識するきっかけになりました。
このように、複数のデバイスにより通行しにくい道路にしながらも、地域の安全に対する意識を高める
ことで、速度抑制の成果を得られたことは、他地域の同様な地理的条件の道路への展開として一つのモデ
ルとすることができたものと考えています。
福山市としては、今回の社会実験で得られた物理的デバイスに有効性について、これから取組みを行う
地区における効果的な安全対策の立案に役立てていきたいと考えています。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF65e57d4c537052377528>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


